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朝・夕が肌寒くなり、秋の深まりが感じられます。今月は「勤労感謝の日」や「和

食の日」があります。こうした日を迎えるにあたって、動植物などの自然の恩恵への
感謝と共に、生産者をはじめ、食に携わる人々への感謝の気持ちを改めて考えてみま
しょう。

＊毎日の食材の産地は、給食黒板横に掲示しています。
＊果物以外は、全て加熱しています。
＊行事・その他により、献立を変更する場合があります。

11月24日は和食の日
いい（11）に（2）ほんしょ（4）く（いい日本食）

※平成25年に「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコの無形文化遺産に登録されました。

日本の主食はなぜお米？

・お米にはエネルギー源になる炭水化物が多く含まれています。

・日本の気候はお米がよく育ち、たくさん収穫できる条件がそろっています。

・お米は長い間保存することができるため、収穫が少ない時でも保存したものを

食べることができます。

お米作りは1万年ぐらい前、中国の長江ではじまっ

たと言われています。７千年ぐらい前の中国の遺跡か

らは、お米作りの道具がたくさん見つかりました。そ

の後、今から３千年前に日本へお米作りが伝わったと

考えられています。

お米はどこから来たの？

おいしいお米を食べよう！
11月19日(金) ささ結

11月１９日の給食は、台東区の姉妹都市である宮城県大崎市のご好意でい
ただいた新米「ささ結」を使用した献立です。香りが豊かで、粒がふっくら
として、冷めても固くなりにくいのが特徴です。農家の方が大事に育ててく
れた気持ちがつまったおいしいお米です。楽しみにしていてください。

第一問：ごはん1杯にお米は何粒入っている？

①1,000粒 ②2,000粒 ③3,000粒

第二問：日本では何品種くらいの米が栽培されている？

①30種類 ②150種類 ③300種類以上

お米クイズの＜答え＞

第一問：③ 1杯150グラムで、およそ3250粒！！！！

第二問：③ たくさんの品種があり、その数は300品種以上。中でも、一番多く栽培されて

いる種類がコシヒカリです。

１１月２３日は勤労感謝の日
私たちが毎日おいしい給食を食べられているのは、

食べ物を育てる人や収穫する人、運搬する人、献立を

考える人、調理員さんなど、さまざまな人たちが支え

てくれているおかげです。食にかかわる人たちへの

感謝の気持ちを持って給食をおいしく食べましょう。

和食と言ったら、おいしい「だし」

自分で



いる種類がコシヒカリです。






